
】

１　大府市働きやすい企業表彰の実施（R1～）


　　仕事と生活の調和のための職場環境の整備に取り組む事業所の表彰及び紹介をすることにより、

　市内の他の事業所における両立支援に係る取組を進めました。(R6:愛協産業㈱、㈱新居浜鐵工所、

　㈱シモヤ）

２　大府市雇用対策協議会への補助

　(1) 労働力を確保するための求人対策事業

　　ア　高校卒業予定者の求人に関する取組を実施しました。

　　　(ｱ) 県内高校就職担当者との懇談会　1回（参加企業・高校　37社･40校） 

　　　(ｲ) 県内高校就職担当者による事業所見学会　3回（11月19日、20日、21日） 

　　　　　参加企業・就職担当者　R4:10社･11人　R5:12社･26人　R6:12社･20人

　　　(ｳ) 学生の進路動向や求人等に係る県内高校就職担当者へのヒアリングを、オンラインで実施

　　　　しました。(9校)

　　　(ｴ) 刈谷工科高校及び東浦高校（R6～）内で1、2年生とその保護者向けに合同企業説明会を

　　　　実施しました。 参加企業・来場者　R4:16社･146人　R5:17社･94人　R6:27社･238人

　　イ　新規学卒者及び中途求職者の求人に関する取組を実施しました。

　　　(ｱ) 大府企業就職フェア（大府市役所、5月25日）

　　　(ｲ) 刈谷・大府企業就職フェア（刈谷市産業振興センター、7月15日）

　　　(ｳ) 地元企業就職ガイダンス（ウインクあいち、2月24日）

　 　　　 参加企業・来場者　R4:158社･257人　R5:163社･289人　R6:163社･329人

　　ウ　その他の取組　

　　　(ｱ) 会員事業所の概要を掲載した大府市就職ガイド600部を大学、高校等へ配布しました。

　　　(ｲ) 学校及び職業安定機関等へ求人に関する取組のＰＲを実施しました。

　　　(ｳ) 刈谷市雇用対策協議会と共催し、採用力強化セミナーを実施しました。

　(2) 労働力定着のための従業員定着対策事業

　　ア　優良従業員表彰　対象者　R4:20人　R5:22人　R6:16人（若手就職者を応援する会にて表彰）

　　イ　若手就職者を応援する会　参加者　R6:135人

主要事業№　１６７ 主要事業№　１６７

0 0 0 1,025,080

事業費

左の財源内訳

1,025,080

国県支出金 地方債 その他 一般財源

実施
内容

事業の
評価

妥当性評価 就労環境を充実したものにするため、市が実施すべき事業です。

有効性評価
大府企業就職フェア等の合同企業説明会を3回開催し、地元で働きたい人と地元企業の
マッチングを図りました。また、高卒採用支援においては、就職動向調査による情報収
集・提供のほか、業種説明会実施高校拡大など企業の採用活動を支援しました。

効率性評価
大府市雇用対策協議会求人対策委員会及び定着対策委員会において協議し、事業の見直
しを重ねることで、効率的に事業を実施することができました。

雇用対策協議会加盟企業数 111 ／ 109 社

／

単位

就職フェア参加者数 329 ／ 400 人

事業の
目的

対象（何を、誰を対象として）

市内の事業所

目指す成果（対象をどのようにしたいのか）

雇用の安定と人材の確保がされているとともに、ワーク・ライフ・バランスへの取組が進んでいます。

評価
指標

指標名 令和6年度実績値 ／ 令和6年度計画値

63,641,011

113333事務事業名称 雇用環境整備事業

事業ｺｽﾄ(千円) 10,721 【うち人件費 9,255 うち減価償却費 422

113333

款・項・目 5・1・1 目名称 労働諸費 目の決算額

－ 192 －



】

１　大府市就業支援センター（ワークプラザおおぶ）

　(1) 大府市就業支援センター

　月～金曜日午前9時～午後4時30分

　（祝祭日を除く。）

※ワークプラザおおぶを通して就職

　した人数

　(2) 大府市就業支援センター事業運営協議会

　　　大府市就業支援センターで職業相談、職業紹介等と市の生活支援サービスを一体的に実施できる

　　ように、愛知労働局、ハローワーク刈谷、企業や労働者の代表、市で構成された大府市就業支援

　　センター事業運営協議会にて、近況の求人・求職動向等を考慮して次年度事業について協議を行い

　　ました。　　　開催数　R4:1回　R5:1回　R6:1回

２　就職支援セミナー

　　ハローワーク刈谷と連携した女性の再就職支援セミナー（マザーズセミナー）を開催しました。

マザーズセミナー

　　※高齢者向け就職支援セミナーは、参加申込者が0人のため、中止になりました。

３　ちた地域若者サポートステーションと連携した就労個別相談

　　毎月第4水曜日　午後2時～午後4時　大府市役所

　　ニート状態等にある若年者やその保護者からの就労に関する相談への対応を行いました。

　　相談件数　R4:3件　R5:8件　R6:11件　

４　首都圏人材確保支援事業費補助金

　　東京圏から本市に移住して中小企業に就職した人等を対象に、国及び県と連携して補助制度を運

　用しました。　交付件数　R4:0件　R5:0件　R6:0件

主要事業№　１６８ 主要事業№　１６８

0 0 0 6,118,707

事業費

左の財源内訳

6,118,707

国県支出金 地方債 その他 一般財源

6人 応募書類の書き方、面接対策等

事業の
評価

妥当性評価
国の職業紹介や職業相談事業と本市の生活に関するサービスを一体的に実施すること
は、求職者への就職支援につながることから、ワークプラザおおぶの運営は、市が実施
すべき事業です。

有効性評価
就職支援セミナー及び合同企業説明会を開催することにより、参加者の就職活動に必要
なスキルの習得を支援するとともに、企業との接点を生み出す機会を提供しました。

効率性評価
合同企業説明会の開催に際し、職業適性検査及び相談コーナーを設けることで、求職者
にとっての利便性を高め、より効果的な就職活動の支援を行いました。

実施回数・参加者数 R4 R5 R6 R6内容

3回 9人 3回 8人 2回

182人 177人 162人

延べ利用者数 4,539人 3,942人 3,971人

実施
内容

R4 R5 R6

新規求職者 497人 466人 471人

就職者数※

就職支援セミナー開催数 2 ／ 3 回

／

単位

大府市就業支援センターを通じた就職者数 162 ／ 370 人

事業の
目的

対象（何を、誰を対象として）

職を求める市民

目指す成果（対象をどのようにしたいのか）

就労機会の場が確保されています。

評価
指標

指標名 令和6年度実績値 ／ 令和6年度計画値

63,641,011

113344事務事業名称 雇用促進事業

事業ｺｽﾄ(千円) 9,016 【うち人件費 2,805 うち減価償却費 90

113344

款・項・目 5・1・1 目名称 労働諸費 目の決算額

－ 193 －


